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はじめに

歯科衛生過程は、 1985 年にアメリカ歯科衛牛士会が発

表し、その後Darby とWalsh によって歯科衛生過程が示

された I・2) 。我が国では、 2007 年『歯科衛生ケアプロセ

ス』 :J) が出版され、附科衛生士教本としては、『歯科予

防処置論・闇科保健指導論』 1) 、『歯科衛生学総論』 5)

で掲載された。歯科衛生過程は、①歯科衛生アセスメン

ト（梢報収集と情報処理）、②伯科衛生診断（問題の明

確化）、③歯科衛生計画立案（優先順位の決定、日標設定、

歯科衛生介入方法の決定）、④歯科衛生介入（歯科衛牛

計画の実施）、⑤歯科衛生評価（プロセスと結果の評価）

の 5 つのプロセスから構成され、プロセスごとに記録す

る⑥害面化を含め、 6つの構成要素がある。

鈴木らによる「歯科衛生過程J についての学内授業評

価アンケートで、授業に積極的に参加したと阿答した学

生は半数以上で、内容（アセスメントの分類等）がむず

かしいという感想も 2 割近くあった (i) 。「歯科衛生過程」

は歯科衛牛士の臨床においてより患者中心の医療を行な

うためのツールである。

そこで今回は「歯科衛生過程」を臨床に取り入れて実

施した。本学の臨床実習皿（総合実習）は同じ敷地内の

神奈川歯科大学附属病院ペリオケア外米で実施されてい

る。歯科衛牛学科 3 年生が前期・ 後期の通年で単位 2 単

位を修得する。学生が息者の状態を把握するためのプロ

トコール用紙を工夫・改良しながら平成24 年より使用し

てきた。平成26 年度より「歯科衛生過程」を踏まえたプ

ロトコール用紙を作成し、スケーリング・保健指導の臨

床実習に使用した。今回のプロトコール用紙を使用した

ことによる「歯科衛生過程」の教育の有効性について報

告する。

受付 Fl 2014 年12 月10 日 受理 2015 年 1 月23 日

対象および方法

対象は平成26 年 4 月- 7 月までに本学附属病院ペリオ

ケア外来で実習した歯科衛I+_ 学科 3 年牛65 名で患者数の

べ130 名に対して「歯科衛生過程Jを考慮したプロトコー

ル用紙を使用した。臨床実習に際しては、，患者から実習

同意書を取り実習を行なっている。

使用しているプロトコールの、 l 貞I=! (図 1) には患

者名• 生年月日・住所・職業および口腔内診査（硬組織

の状態）、 2 貞目（図 2) には既往歴・現病歴・生活習

慣などの質問事項、 3頁t=I (図 3) は、 PMA 、歯石指数、

動揺度、ポケット測定、 O'LearyPCR 、RD テスト結果、

DMF 歯率を記載した。また、スケーリング部位・歯面研

磨および保健指導の部位・時間を記載した。 4 頁目（図 4)

は菓務記録で歯科衛生アセスメントにのっとり、 Sデー

夕 ・Oデータ分類、歯科衛生診断、歯科衛生計画立案を

記入し、歯科衛生介入した内容をSOAP で記録させた。

今回使用したプロトコール用紙および「歯科衛生過程J
について質問紙調査を行った。調査時の倫理的配慮とし

て、質間紙調在にあたり、学生には成績に関係しないこ

とを説明し、同意を得た。

結果

「歯科衛生過程」およびプロトコール用紙についての

質間紙調在結果を以下に述べる。「歯科衛生過程につい

て理解していますか」は、理解している (13%) 、どち

らかといえばそう息う (52%) で半数の学生は理解して

いた（図 5) 。「歯科衛生過程の中で理解できていない項

目はありますか」は複数回答可とした。理解できていな

い項目は歯科衛生介入 (30 人）、問題の明確化 (19 人）、

歯科衛生計画立案 (15 人）、歯科衛生評価 (11 人）、情報

の収集 (1 人）であった（図 6) 。「歯科衛生過程の中で

最も難しいと感じる項目はどれですか」は、問題の明確

化(34%) 、歯科衛生介入 (33%) 、歯科衛生計画立案 (21%) 、

歯科衛生評価 (9 %)、情報の収集 (3 %)であった（図
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I : 2014- - - - 一
ペリオケア外来
臨床実習m c総合実習）

フリガナ 性別 男 女

生年月日
昭

年 月 日（ 歳）
氏名 平

職 業

〒

住所

Tu, （ ） 

平成 年

来院日 担当学生 No. 氏名

月 日 A、M•• p、M.

口 腔状態

硬組織の状態 I s I 7 I 6 I s I 4 I 3 I 2 I 1 I 1 I 2 I 3 I 4 I s I 6 I 7 I s 

（記入法） •

CR …レジン充填

FS・・ 予防填寒
H• 

,.. 一"""! ... 

Cr X Cr 
ブリッジ

V-・・ 歯間離開
戸…捻転（転位）

co …要観梨歯 C"・・・ 二次う蝕

In .. -インレー Cr・・ クラウン

x .. 久損歯 Tr .. ・ 治療中
PD 

戸 l< .. 局部床義歯 WSD・・ 楔状欠拒

SPT .. 過剰術 Att …咬耗

AF …アマルガム充培

pt-- 乳歯

H.R.T・・ 半埋伏僧

Abr-・ 磨耗

神奈川歯科大学短期大学部
神奈川歯科大学附属病院

図 1 プロトコール用紙（表紙）
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I. 次の質問に該当するものを0 で囲み、（ ）内に必要事項をご記入ください。

1. 次の病気にかかったことがありますか。

はい • 高血圧・心臓疾患・肝臓疾患・貧血・アレルギー（

薬剤アレルギー＊特にオキシドールに過敏(

その他（ ） 

しヽ いえ

2. 現在、何か薬を飲んでいますか。 はし、 いいえ

:-i. 本 H の体調は良好ですか。

はい • • その他

4. 喫煙されますか。 はい（ 本／］日）

＊「はい」とした方はいつから喫煙していますか。

5. 口の中に痛みや違和感がありますか。

はい • • その他

＊「はい」とした方はどのような痛みや遵和感ですか。

いしヽ え

歳ぐらい）

（ ） 
いいえ

6. 歯肉からの出血がありますか。 はい いいえ

II -次の質問にお答えください。

1. 食生活について

①食事回数

② 食事時間

③食事内容

（）回/1 日

a. 規則正しい b. 不規則

a. 家で調狸したものが多い

b. 家で食べるが既製品が多い

C. 外食が多い

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪ の

a. コーヒー

b. 紅茶

C. 日本茶

d. 酒類

e. その他

ヽ
(
‘
/
(

]
む
む
む

{
飲
飲
飲

•••• 
、
、
、
、

•
し
し
、
＞

5

な

な

な

名

-

ま

ま

ま

品

i

飲

飲

飲

（

）杯/1 日

）杯/1 日

）杯/1 日

）杯/1 日

）量（ ／ 

2. 口腔消掃について

① ブラッシング

② 歯磨剤

③ 含 嗽 剤

④ 補助用器具

⑤ 指導を受けた経験

⑥ 歯石除去の経験

⑦ その他

朝（食前・食後）

方法（

使用（する・しない）

使用（する・しない）

使用（する・しない）

• 有（

• 有 (

昼（食前・食後） 夜（食前・食後） 就寝前

） 時間（ 分／回 ） 

種類（ ）量（歯ブラシの ／ 

種類（ ） 

間食後

前）

前）

図 2 プロトコール用紙（問診票）
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《 口腔状態》

平成年月日

T M 

p D 

P M  A 

f'M A 

P D 

T M 

O'Leary I'm -- ％ D M F 歯亨 ％ 

Pt!A= —+—+ = R D テスト＝

《処 置内容》

処 置 部 1"1 記 録 欄 担当教員

プラッシング指導
I 保健指導実施時間 分

歯科衛生士

I 印

スケーリング I スケーリング実施時間 ／刀＼ 
歯科医師

I 歯面研磨時間 分 印

備 苫

図 3 プロトコール用紙（口腔状態・処濫内容・記入欄）
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平成 年 月 日

＊歯科衛生アセスメント
Sデータ

0データ

＊歯科衛生診断（間題の明確化）

＊歯科衛生計画立案

長期目標

① 

短期目標

② 

＊歯科衛生介入 (SOAP)

図 4 プロトコール用紙（業務記録）
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0% S% 

図 5 歯科衛生過程について理解していますか

7) 。「梁務記録の記入欄で最も難しい唄目はどれですか」

は、歯科衛生介入 (SOAP) (45%) 、問題の明確化 (38%) 、

歯科衛生計画立案 (15%) 、S データ (2 %)、 0 データ (0

％）であった（図 8) 。「菜務記録の記人欄で最も時間が

かかる項目はどれですか」は、歯科衛生介人 (SOAP)

(58%) 、間間の明確化 (26%) 、歯科衛生計画立案 (14%1,

Sデータ (2 %)、（）テータ (0 %)であった（図 9 J - 2 

年次と比較して 斎 J州ffjl( が深まった項 H はどれですかJ
は、情姐の収集 (34%) 、問題の明確化 (22%) 、歯利i附

9% 3% 

21% 

●そう思わない

30% D どちらかといえばそう思

わない

園どちらでもない

園どちらかといえばそう思

ぅ

ロそう思う

34% 
●情報の収集

□問題の明確化

圏歯科衛生計画立案

園歯科衛生介入

ロ歯科衛生評価

図 7 的科衛生過程の中で最も難しいと感じる項目はどれで

すか

20 

15 

10 

5 

゜

30 

15% 

● Sデータ
38% 

DO データ

口問題の明確化

Ill 歯科衛生計画立案

D 歯科衛生介入 (SOAP)

喜紅辱
寿

6> 
〇 令

汐汐

冷
嶺

唸
怠

灸◇
必 念

熔
，令

図6 歯科衛生過程の中で理解できていない項目はありますか

生計画立案 (21%) 、歯科衛生評価 (16%) 、伯科衛牛介

人 (7 %)であった（図 10) 。「 2 年生の学内実習の時と

比較して闇科衛生過程について理解が深まりましたか」

は、そう息う (47%) 、どちちかどいえばそう思う (46%)

で 9 割以上が歯科衛牛迅け『のJ爪鮒が深まったと回答した

（図11) 。「臨床実召 II1 で使用しているプロトコール川紙

の感想J は、使用しやすい (41°o) 、どちらかといえは

使用しやすい (38%) て 8 1』近い学生が使用しやすいど

回答している（図12), 「臨床で現在使用している様式の

プロトコール）廿紙を使用したいですか」は、どちらでも

ない (35%) 、そう思う (31%) 、どちらかといえばそう

思う (31%) であった（図13) 。

自由出載については、難しいと思う理由と時間がかか

る理由について質問した。「業務記録記入欄について難

しいと息う則印は問題を明確にするのが難しい、優先

順位をつけるのか帷しい、 SCHP<!) アセスメントとプラ

ンが難しいなどか晶載の半数以 I・. にみられた。同l閾に

学生自身が理解てきていないため、何を書いたら良い

のかわからないという nじ戦もみられた（表 1) 。「業務心

録の記人で時間かかかる即由 は業務記録記入欄につい

2% 

●Sデータ

DO データ

国問題の明確化

園歯科衛生計画立案

ロ歯科衛生介入 (SOAP)

図 8 業務記録の記入欄で最も難しい項目はとれですか 図9 業務記録の記入欄で最も時間がかかる項目はどれですか
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I 

7% 

22% 

●情報の収集

□問題の明確化

園歯科衛生計画立案

國歯科衛生介入

□歯科衛生評価

47% 

0% 

46% 

・そう思わない

D どちらかといえばそう思
わない

鬱どちらでもない

園どちらかといえばそう思
ぅ

ロそう思う

図 10 2 年次と比較して一番理解が深まった項目はとれですか 図 11 2 年時次と比較して歯科衛生過程について理解が深ま

1%2% 

41% 

●使用しにくい

□どちらかといえば使用し
にくい

D どちらでもない

國どちらかといえば使用し
やすい

口使用しやすい

りましたか

31% 

●そう思わない

□どちらかといえばそう思
35% わない

ロどちらでもない

園どちらかといえばそう思 I 

ぅ

ロそう思う

__J 

図 12 臨床実酋 Ill で使用しているプロトコール用紙は使用 図 13 臨床で現在使用している様式のプロトコール用紙を

しやすいですか 使用したいですか

表 1 業務記録記入欄について難しいと思う理由

分類 項目

問題の明確化について •

・何が問題なのかを考える時、様々な原因が思い浮かぶため絞りきれない

•

・00 だから0 0 になる可能性があるという書き方が難しい

・問題のある部分をどうまとめて書けばいいかわからないから

・問題が何もない時に困る

優先順位について ・何を優先順位として考えればいいのかを導き出すのが難しい

•

・優先順位付け

・患者さんにとっての一番の問題を考えるのが難しく時間がかかってしまう

・問題がありすぎる時、どれを優先して良いかわからなくなる

計画立案について ・計画の立て方や計画の選択

SOAP について •

・Aの、とう自分がso を踏まえて考えたのか書くのが難しい

•

・様々な例のSOAP をみてみたい→自分の中でパターン化できていない

・AP で感想を計画が時々頭の中でごちゃごちゃになる

•

記入方法について •

・書き方がよくわかっていない

・使用器具を書く位置を迷う

自身の理解度 ・何を書けばいいかわからない

•

・理解が乏しいため

・すべて理解している必要があるため

・書けるけれどそれであっているのかどうかが不安

その他 •

~15 



て難しいと息う J凰山と J11J 様に間題の明確化、 1菱先順位、

SOAP についての記載か多くみられたC また、全体的な

記録景が多いことや考えかまとまらず文取にならないな

どの記載もみられた（表 2) 。

考察

「歯科衛生過程」についての学内授業は、 1 年次「歯

科衛生士概淘・ 出科保健指導論 I 歯科衛几過程 」

で行い、 2 年次 伯什保健指導 lI 指導体験主亡/ I、,n
腔保健倍岬法」の中て、模擬症例を用いた伐げH訂tアセ

スメントの吏際を行＇）ている。本学の「歯科衛牛過肝」

への取り組みは2011 年からで、『歯科衛生学総論」「伯刊

•

•

今同は、本学附属病院ペリオケア外来で臨床実習とし

て参加した歯科衛生学科 3 年生65 名に対し、各学生の患

者（のべ130 名）に「歯科衛庄過程」を考慮したプロトコー

ル用紙を使用したことについて質問紙調在を行い、「歯

科衛生過秤］の有効性について検討した。

プロトコール）廿紙についての質間の前に、「歯科衛牛

過程」についての質間事項を設けた。「歯科i蔚牛過杓J

については 6 割の学几が理解できていると回答してい

る。これは学内授業として 1年生前期90 分 l 回講義「11'1

科衛生士概諭J、実習では 1年生後期180 分 1 回「歯科保

健指導論 I 歯利衛it: 過程 および 2 年生前期180 分

3 回「闇科保健指導 ll 指導体験実宵―-J 、演習は 2 年

生後期180 分 1 回演習「口腔保健管理法」の中で、模擬

帥例を用いて歯科衛生アセスメントの実際を行っている

ため、半数以卜の学生が理解していると回答したと考え

る。歯科衛生過程の中で理解できない項目、もっとも難

しい坦El では約 3 割、業務記録の記入欄で最も難しい項

目では 4 割以上の学l か「出科衛生過程」を挙げている

また、業務記録(/) ,: じ入て最も時間がかかる項且では約 (j

割の学牛が「歯利i附牛介入］と同答している。歯科衛生

介入は問題解決 0) ための実行のフロセスであり、立案さ

れた歯科衛生計圃に従,)て実際に行なう。歯科衛牛診 I祈

で明らかにされた罰也0)) 以lムlを除去・改善するために、

•

また、歯科衛生介入では、歯科衛生士による業務叫録が

必裳である。間週志向型診療録による記録SOAP 式の記

録は、 S: Subjective (自覚的症状）、 0: Objective (他覚

的所見）、/¥.: Assessmemmt (判断）、 r:rtan (方針）で、

実施記録をしていく。本学の佃篇床実習 III では患者との会

話は術者が覚えながら、最後にまとめて記入するので枷

り返りが難しいとぢえる 従って、歯科衛生介入までの

段階で時間の余栢かあると、この祁分が解決できると苫

える。

•

表 2 業務記録の記入で時間がかかる理由

分類 項目

情報の分析について •

・情報をたくさん読みとるため
問題の明確化について ・問題がない時に困る

・00 だから0 0 になる可能性があるっていう書き方が難しい

•

・リスクを考えるのに時間がかかる

計画立案について ・問題にそって計画を立てるため

優先順位について ・何を優先すべきかが選ひづらい

•

•

SOAP について ・SOAP の記入の仕方にまだ慣れていない為

・SOAP の4つを書かなくてはいけないから

•

・Pの書くことがたくさんあるため

・Pを長く書くのでいつも時間がかかる

筆記量について ・たくさん書けるから

・書くことが多いから

・書くことがたくさんあるから

・書くことがたくさんあるから、まとめるのに時間がかかる

•

•

自身の能力について ・文章がまとまらないため

・難しい

・書き方がよくわかっていない

・使用する言葉を考えていたり、文章を考えていると時間がかかるため

・頭を使うから

16-



集を糸げている

生士教本に掲載されている Darby とWalsh のヒューマン

ニーズ概念モデルに直扱喝てはめずに、情報処理一解釈・

分析を行なっている。そのため、鈴木らによる学内授業

アンケートの、 Darby とWalsh のヒューマンニーズ概念

モデルに情報を入れていくのか難しいと回答していたと

いう報告 6) 7) とは却純に比較することはできない。し

かし、虹岡を多くみることにより情報を収集する能力は

身についてきているものと考える。

プロトコール用紙の使いやすさにつし、ては、 8 割の学

生が使いやすいと同答している。表紙罪分は、患竹の名

前・什所笠と I I貯状態、 2 頁日は問診票、 3 頁 II はI I腔

• 菜務叫録

は 1 時間半で患者 1名のスケーリング・保健指導実施な

•

た。 6 割の学生がこの椋式を今後使用したいと回答して

いる。

自由記載では、業務記録記人欄について難しいと思う

•

断の優先順位の決定が挙げられた。息行にとぐ）て両番の

問坦を考えるのかり冊しい、何を優先すべきか選ひづらい

と同笞している学生がいる。欠落したニースを導きだ

し、優先Jllf{ 位を見')けるためには、どうしても Darby と

Walsh のビューマンニーズ概念モデルに,,, てはめる竹菜

が不可欠になってくる。先に述べたように本学の実習で

はDarby とWalsh のヒューマンニーズ概念モデルによる

分類をしていない。歯科衛牛診l席）［の日的は、対象者の歯

科衛生上のニーズに1い図をあて、歯科衛生介人を誘導す

ることにある 8) ということからも、問題を明確にでき

なければ優先順位の決定を行うことか困難であると考え

る それを鮒決するためにも、臨床で肋 11¥J かかからずス

ムーズにアセスメントできる概念モデルを苫案するこ

と91 か急務と名える。

結論

今皿の臨）木実習 ll1 に「歯科衛生過程」を組み込むこと

は、考える歯科衛生士を行てていくにはとても良い機会

とな＇）だ 学生 6 竹に対して附科衛生卜専11 教員 2 名、

臨床実加時間は 1 • 閲

• 歯科i均it 介人を含む）、

業務叫録f↑成：JO 分、合計 2時間を使用する

衛生アセスメントの分析・問題の明確化・歯科衛生介入

が難しいとの結論を得た。そのための解決策の一つとし

ては臨床に出る前のペーパーペイシェントの時間を多く

とって演習を増やす方向がよいと考える。

また、臨床実施後に間診. LJ 腔内観察以外のすべての

内容を記入するため、 l扇科衛生介人の際には全てを頭の

中で組み立てる必裳があり、正確な歯利衛Iトアセスメン

ト・歯科衛牛診111r かできていない可能性がある（ このこ

とが学生が優先順位の決定を難しいと感じる要囚の一つ

と考える。まずは歯科衛生アセスメントや歯科衛生診断、

歯科衛牛ぷ「画立案を十分に理解するために時間をかけて

実習・派習を行い、頭の中で組み立てられるだけの能力

を養う必要があると考える。

そのため、今後は多様な症例の検討を含め、臨床実習

で歯科衛生過科を実践できるための能力を養えるカリ

キュラム設定が必裳と苔える 3
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